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　「ENIWA 学」の活動経過 10）及び参加者を抜粋し 表 2 に示す．2019 年 8 月からの募集だったことも















































　では，「発信」する演劇的題材は何が良いか．筆者は A らとともに模索していた．2 回目のフィー















演劇ワークショップ（平田） 5（自主参加） 39 名
朗読劇『漁川物語』上演 10（ゼミ参加8，自主参加2） 55 名
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ルドワーク（恵庭市立図書館本館）が終わり A とも確認したことは，地域の題材を演劇的な形にす








語』を A に提示し感想を聞いたところ，A は「よく見つけましたね．これを ENIWA 学でやる〔上
演する〕のは，すごくいいと思います」と語った【② 20190910】．
4.3　『漁川物語』上演までの支援①─ 朗読台本の作成











































品から何かを感じとろうとする気持ちが見えない」と評した．その後，H と J が加藤研究室にやって
きた際，今後の活動のすすめ方について，以下のように提案した．



































にした．ホールでは計 5 回の活動を行った．I と J に演出として練習法を考え，提案するよう伝えた．










　ホール練習を通し，発表者の声も少しずつ通るようになってきた．12 月 11 日のリハーサルで初め
て学生の朗読を聴いた吉岡は，「ちゃんと出来てるじゃないですか」【① 20191211】と加藤に語った．
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　漁川保護少年団製作，吉弘文人発行，恵庭学 18）潤色『漁川物語』は，2019 年 12 月 22 日（日）15 時，
恵庭市民活動センター（えにあす）ホールで上演された．当日の集合時間は 12 時だった．自主参加
の A は筆者と共に 9 時，会場に入り舞台の設営を行った．E は 10 時半に入り音響機材の設営をし
た．演出の I が到着し，A と E の手伝いをした．その後，学生たちは三々五々会場入りした．ただし，














　14 時半過ぎ，原作者の吉弘氏，そしてかつての「漁川保護少年団」の 4 名，さらには同少年団「団






































学生の活動過程を記した【⑦ 20191224】．さらに，当日の上演は，2020 年 1 月 2 日，FMe-niwa77．
8MHz で放送された【⑧ 20200102】．地元のメディアではあるが，新聞・ラジオといったメディアに
紹介され，地域社会における自分たちの文化行動の意義を学生は感じとっていた．ラジオ放送当日も，





































 1） 2014 年第 69 回国連総会での採択．
 2） 大学生のアルバイト就労率は年々増加傾向にあるが，第 55 回学生生活実態調査（全国大学
生活協同組合連合会 https://www.univcoop.or.jp/press/life/report54.html）によれば，2019 年
10-11 月調査時点でアルバイトを「している」大学生は 75.8% にのぼる．北海道文教大生を対象
とした「令和元年度 学生生活実態調査アンケート」の集計結果によれば，全学科で 71% の就労
率である．アルバイトの頻度では週 3 日（36%）と週 4 日（26%）が最も多く，時間では 1 日 5
時間（30%）と 4 時間（24%）が最も多い．また，北海道内にある私立大学の学生を対象とした
スマートフォンの使用時間に関する調査では，1 日の平均使用時間は ,「1 〜 3 時間」38.6%,「3
〜 5 時間」35.2%,「5 時間以上」21.3% 等の順であった（伊熊克己 2016）．『漁川物語』に参加し
た 8 名のゼミ生に対する調査結果ではアルバイト就労率は 75%（6 名），スマホ使用時間は 1 日
平均 2.94 時間であった．一方，ボランティアやサークル活動など放課後活動にあてる時間が 0
時間であると答えたゼミ生は 8 名中 6 名であった．





 4） 「社会人基礎力」とは，2006 年に経済産業省が提唱した概念で，「前に踏み出す力」，「考え抜
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 7） もともと「ENIWA 学」は，北海道文教大学学生のための学長裁量経費による教育改革プロジェ
クトとして，2019 年度に採択された事業である．
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The Teachers' Support of the University in the Education of Community 
Perticipation Type:
The Case Study of Reading the Play The Story of The Izari River in the Educational 
Reform Project Eniwa Studies
KATO Hiroaki, YOSHIOKA Akiko, KASAMI Yasuhiro and SUZUKI Toshimasa
Abstract:  In this paper, we described the teachers’ support of the university in the educational reform project 
Eniwa Studies at Hokkaido Bunkyo University. We analyzed various records, especially about the practice for 
reading the play The Story of The Izari River. The results are as follows: First, students experienced dialogue 
with Eniwa citizens about history and culture of the ENIWA area through actively reading the play and 
interchange between students and the audience after the play; second, by receiving worthy praise for the play 
from the audience, students learned the necessity and significance of  working together with their colleagues 
and got motivation to create culture for the community; and third, by practicing the project, we showed how 
to incorporate area culture into the “Basic Seminar.” To summarize: First, it is necessary to examine how to 
support students in participating in the local community more actively; and second, it is necessary to examine 
how to support students to help them collaborate closely and to build trust more deeply with each other.
Keywards:  Eniwa studies, The Story of the Izari River, education of community perticipation type, 
educational reform project, collaborate
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